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1. ま え が さ

本研究では矩形状乱流促進体をもつ二次元チャンネル

内乱流の数値予測をLESおよびk･Eモデルによって試
み,前報1),2)までに予測結果の対比を行った.

LESは差分格子程度の小規模な渦のみをモデル化し

ているため,本研究のように大規模な渦が非平衡な状態

にあるような流れ場に対しても適用しやすいように思わ

れる.一方,k･Eモデルにおいては流れ場全体が等方的で

平衡乱流場であると仮定しているため,本研究のような

流れ場にk･Eモデルが適用できるかどうか不明である.
現在までのところ,この種の非平衡流れ場への数値予測

法の適用例はいずれの手法においても極めて乏しく,莱

験結果と対比したデータの蓄積が望まれる.

本報では風洞実験によって流れ場の時間平均量を求

め,LES,k･Eモデルによる数値予測結果とを比較し,モ

デルの性能を検討する.

2.実 験 装 置 と 方 法

本研究の数学モデルは図1に示すように,上壁平面と

それに平行な下壁平面とからなる二次元チャンネルの下

壁上に正方形断面の柱体が等間隔に無限に配置されてい

るような流れ場を対象としている.そこで図2に示すよ

うな供試モデルを風洞に接続し,熱線風速計を用いて平

均流速分布,乱れの時間平均値の測定を行った.供試モ

デ)I,の規何寸法は,乱流促進体の断面寸法 d.-d2-30

mm,乱流促進体の間隔か･-150mm,チャンネル高さ

L/2-96mm,乱流促進体の個数は12である.座標軸と

しては図1,2に示すように流れ方向に∫1軸,平行壁と

直角に∫2軸,さらに乱流促進体のスパン方向に∫3軸を

選ぶ.実験条件を表 1に示す.測定位置は主として6番

目の乱流促進体と7番目のそれとの間で,図1に示す断

面ⅠⅠ(∫1-0.07)および断面ⅠⅠⅠ(∬1-0.47)である.疏れ場

の測定は定温度型熱線風速計(DISA55M型 )によっ

て行われた.熱線プローブはⅠ型でセンサ部は直径5

〃m,有効長さ1.25mmのタングステン線である.センサ

を∬1-∬3面内に保ち∫2方向にトラバースする.このとき
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図2 実験装置の概略

表1 実験条件

実験 L d.×d2 スパン幅 乱涼促進 平均涜速 Re数
(Tmlt) (run) (mm) 体の数 (m/S)

1 192 30×30 600 12 3,0 3.8×10一

2 192 30×30 600 12 4.9 6.3×10一

3~ 192 30×30 -600 12 8.6 1.1×105

4 192 30×30 600 _12 13.0 1.6×105
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